
第４回健康日本 21 安城計画策定委員会 議事録 

 

日時：令和６年２月９日（金） 

                            午後１時３０分から３時まで 

場所：安城市役所 第１０会議室 

 

出席委員：岡本雅彦、大場茂、服部宏明、杉浦正之、深谷啓子、黒柳厚子、川口竜二、矢田力三、岩井

初幸、渡辺陸絵、杉山惠子、神谷由美子、鈴木盛久、矢羽々みどり、山下和美（敬称略） 

助 言 者：愛知医科大学副学長 坂本真理子 

事 務 局：子育て健康部長、子育て健康部次長、健康推進課主幹、健康推進課課長補佐、予防係長、健

診係長、健康推進係専門主査、保健指導係専門主査、健康推進係担当、委託業者 株式会社

サーベイリサーチセンター名古屋事務所 担当 

傍 聴 人：なし 
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〔事務局〕 

本日は大変お忙しい中、健康日本 21 安城計画策定委員会にご出席いただきまして、誠にありがとうご

ざいます。 

本日の会議は、安城市市民参加条例の第９条第４項に基づき公表し、また、市民の傍聴をお受けしてお

ります。本日の傍聴はありませんでした。なお、会議の議事録につきましても、公表させていただきます。

安城市のホームページ上にて公表いたしますので、予めご了承くださいますよう、よろしくお願いいた

します。 

それでは、開催にあたりまして、岡本会長よりご挨拶をよろしくお願いいたします。 

 

1 会長あいさつ 

皆さん、こんにちは。また、お忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 

この会議も、回数を重ねてまいりまして、パブリックコメントをいただき、その結果に基づいて、また本

日一部修正をいただいて、最後の案を決定するという段階に参りました。最終ということで本日もご意

１ 会長あいさつ  

２ 議題 

（１） 第 2 次いのち支える安城計画について 

パブリックコメントの結果について・・・資料１ 

第２次いのち支える安城計画（案）の修正一覧・・・資料１―２ 

（２） 市長答申について 

（３） 第２次健康日本２１安城計画の最終評価について・・・資料２ 

３ その他 

今後のスケジュールについて・・・資料３ 

４ 講評 



見を積極的にいただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 

〔事務局〕 

本日、ご欠席の連絡につきましては、3 名から頂いております。只今の出席委員は健康日本 21 安城計

画策定委員会規則第４条第２項に規定します委員の半数以上に達しており、策定委員会は成立しており

ますことをご報告させていただきます。 

これより議題の審議に入らせていただきます。ここからの進行につきましては、会長に議事を進めて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

 

２ 議題 

〔会長〕 

それでは議題に沿って参りたいと思います。まず議題１「第２次いのちを支える安城計画について」と

いうことで、事務局より説明をお願いいたします。 

 

〔事務局〕 

＜資料１について説明＞ 

＜資料１―２について説明＞ 

 

〔会長〕 

ただ今パブリックコメントについて、２名の方から 83 件のコメントをいただいて、それによって修正

された部分と、そのままにした部分との説明、それから、第２次いのち支える安城計画の修正と言う事で

ご説明をいただきました。何かこの点に関しまして、ご質問やご意見がありましたらよろしくお願いい

たします。いかがでしょうか。特によろしいでしょうか。 

特にご意見が無いようですので、この案でご承認いただければ挙手をお願いいたします。 

 

＜挙手多数＞ 

 

〔会長〕 

ありがとうございました。賛成多数と言う事で案の通りとさせていただきます。 

 

〔会長〕 

それでは議題２に移ります。「市長答申（案）について」ということで、事務局より説明をお願いいた

します。 

 

〔事務局〕 

＜資料 市長答申（案）について説明＞ 

＜計画書資料編について説明＞ 

 

〔会長〕 



市長答申についてということで、答申（案）、その他の資料等についてのご説明をいただきましたが、

何かご意見、ご質問がございましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。特にご意見が無いようで

すので、この市長答申についてご賛成いただける方は挙手をお願いいたします。 

 

＜挙手多数＞ 

 

ありがとうございます。それでは承認とさせていただきます。 

これで第２次いのち支える安城計画につきましては、全ての審議が終了となります。長期にわたりご

審議をいただきありがとうございました。 

それでは議題３の「第２次健康日本 21 安城計画の最終評価について」事務局よりご説明をお願いしま

す。 

 

〔事務局〕 

＜資料２について説明＞ 

 

〔会長〕 

事務局から、第２次健康日本 21 安城計画の最終評価報告（案）ということで、まだ多少、実績値が

入れ替わるということですけれども、全体のご説明をいただきました。何かご質問、ご意見はございま

すか。 

 

〔委員〕 

23 ページ今の最後のページの（２）健康的な生活習慣の獲得の２行目ですが、「親としての自覚を持

ち育児できることへの支援」という所が少しひっかかります。子育て支援の活動をしていますが、「親と

しての自覚を持ち…」というよりも、最近では「地域で子ども、子育てを支えていく」ということの方が

叫ばれているので、この書き方では少しきつく「自覚持てよ」という印象を与えるように感じます。そう

ではなく、「温かい地域の中で子育てが出来る支援」という方が、私はよいかと思います。以上です。 

 

〔会長〕 

どうですか。この親という文言は、あったほうがいいのか、地域くらいにするのかという所ですけれど

も。 

 

〔事務局〕 

ご意見ありがとうございます。大変重要なご発言と感じております。今回は評価ということで、目標と

なっている表現ということでの文言です。今後の計画に向けては、そのような視点をしっかりと持ちな

がら記載方法、事業展開を考えて実践していかなくてはいけないと感じております。こちらの最終評価

報告書は６月頃を目指して検討してまいります。ありがとうございました。 

 

〔会長〕 

ありがとうございました。いかがでしょうか。ご意見ご質問はよろしいでしょうか。ご意見が無いよ



うでしたら、最終案は引き続き検討していき、その他の部分について了承いただければ、挙手を願いた

いと思います。 

 

＜挙手多数＞ 

 

はい。ありがとうございます。それでは賛成多数ということで、承認とさせていただきます。 

これで議題３も終了いたしました。全体を通してご発言があればお願いしたいと思いますが、特によろ

しゅうございますか。 

それでは議題を終了いたしましたので、進行を事務局にお返ししたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

３ その他 

〔事務局〕 

ありがとうございました。それでは、今後のスケジュールについて事務局より説明させていただきま

す。 

＜資料３について説明＞ 

 

〔事務局〕 

スケジュールについてご質問はございますか。よろしいでしょうか。それでは助言者の愛知医科大学

副学長 坂本真理子先生のご講評をお願いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

〔助言者〕 

みなさま今日はお疲れ様でございました。今日は、すんなりという感じになりましたけれども、これ

から具体的な策定について進んでいきますので、そこで皆様のお考えをしっかりと入れていくことにな

るかと思います。 

今回、健康日本 21 安城計画の評価を見させていただきました。国全体の数値と比べ、すごく頑張っ

ている部分もあれば、この辺りはこれから頑張らなくてはいけない所だと、多少強みと弱みというか、

これから評価していく所があると思いました。ですが、ざっくり言うと、かなり頑張ってきたのではな

いかと思います。2020 年からのコロナの下で、かなり変則的な生活が続きました。その中で、運動や

歯の健康は、国の指標と必ずしも一致はしないのですが、先ほどの野菜摂取のことも、非常にいい結果

が出ていたと思いました。その辺りを強みにしながら、さらに伸ばしていくことが必要だと思います。 

先ほど、子育てのことで「親としての自覚を持ち」というのが、少し厳しいのではないかというご意

見をいただきましたが、まさしく、それぞれ個人や家族が自分たちの健康を支えていける環境を作ると

いうことが今の健康づくりの根幹かと思います。23 ページにあります、最初に「生活習慣を見直そう」

「病気を予防しよう」と書いてあるのですが、３番目には「健康を社会で支えよう」というような項目

があります。実はこの「健康を社会で支えよう」という項目が生活習慣を見直したり、病気を予防する

こと全てにかかっていると思います。今後、計画を立てていく中で、どうしたらそれぞれ個人や家族が

自分自身や家族の健康を守っていけるのか、そして健康的な健康習慣を獲得できるのかという、学ぶ機

会であったり、周囲の良い影響を受けることであったり、そういった社会環境の整備とうまくタイアッ



プしていくことを描いていけると、すごく良いのではないかと思いました。 

先ほどご発言があった「あたたかい地域のサポート」というのは本当に大切だと思いますし、頑張ろ

うという思いにさせてくれるような健康づくりの計画にしていくのが良いのではないかと思って聞いて

おりました。柱というのはなかなか難しいとは思いますけれども、安城市のこれからを「地域で支える

ぞ、みんなの健康を支えるぞ」というような気持ちを柱の中に含めていくことが出来ると良いなと思っ

て今日は聞いておりました。 

今日ご発言されていない皆様も、ご意見を持ってみえると思います。 

とても簡単ですが、私が一通り、目を通させていただいたことと、先ほどのご意見を踏まえて少し感

じたことになります。 

 

〔事務局〕 

どうもありがとうございました。今回の議題等につきましては、これで終了となります。長時間にわた

りご審議いただき、誠にありがとうございました。 

これをもちまして、第４回健康日本 21 安城計画策定委員会を閉会させていただきます。皆様、ありが

とうございました。 


